
～竹からひろがる里山の夢～ 
竹林整備と竹資源活用講演会のお知らせ 

 
かつては、さまざまな活用がなされた竹。農家の裏には美しく手入れされた竹林も多く見られました。 

 

資源として活用されてきた竹は工業製品にとって代わり、 

竹林に手が入ることもなく次第に荒れた竹やぶが目立つようになりました。 

 

人と自然が共生することで維持されてきた里山の暮らしを見つめ直し、 

竹林と竹資源の可能性を再発見してみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹林整備と竹資源活用講演会 

～竹からひろがる里山の夢～ 

 

日時 平成 23年 6月 30日（木）  午後 7時開会 （6時 45分開場） 

場所 中川村 中川文化センター 視聴覚室 

講師 中川重年氏 （京都学園大学教授・全国雑木林会議世話人） 

 

お問い合わせ  飯島中川政経人会議 事務局 小林 090-8649-8533 

        夢 里 人           事務局  米山 090-3333-8808 

 

主催  NPO 法人 飯島中川政経人会議・信州いいなか里山泊覧会イーラ実行委員会 

夢 里 人 

後援  中川村・中川村観光協会 

本事業は平成23年度長野県地域発元気づくり支援金採択事業です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みつろうとは・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動予定 （7 月～1 月） 

竹細工作り・竹炭づくり・竹料理作り・竹を肥料や飼料として活用する研究など 

講師プロフィール 

中川重年（なかがわ しげとし）氏  

1946年、広島市生まれ。京都学園大学バイオ環境学部バイオ環境デザイン学科教授。元神奈川県自然環境保

全センター専門研究員、国立歴史民俗博物館客員教授。専攻は、植生、広葉樹の立地と造林、森林バイオマス

利用に関する研究。広葉樹の森林・樹木を中心とした環境デザイン、利用を専門としている。休日は、雑木林の

再生・保存 活動や、アルプホルンの製作・演奏、野外料理などにあそぶ。自他ともに認める「オランウータン（森

の人）」である。著書は、森づくりテキストブック（山と渓谷社）、森づくりワークブック（全林協）、日本の樹木（小学

館）、日本の山菜（小学館）、現代に生かす竹資源（創森社、共著）など。 

夢里人と書いて「むりと」と読みます。 

竹を愛する人、地域を愛する人、自然を楽しむ人たちによって 

この春誕生した会です。私たちは、楽しみながら竹やぶ整備や、

竹を様々な資源として活用するための活動に取り組みます。 

ただいま会員募集中！みなさんのご参加お待ちしています。 

～竹やぶ整備ワークショップ～ 

日 時   2011 年 7月 16日（土） 15：00～17：00 

場 所   中川村 天の中川河川公園 東奥           

参加費   無料 

講 師   亜岐健司氏 ㈱バンブージャパン・竹林救援協会 

内 容  荒れた竹やぶを美しい竹林に大変身させてみましょう。 

      楽しみながら竹やぶ整備を行い竹の魅力を体感します。 

   


